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〔川崎医療福祉学会ニュース〕
川崎医療福祉学会 第１４回研究集会
平 成１０年 ６ 月１０日 的
座 長 池 田 章
研究発表
１． 地域における健康づくりのための運動プログラムの提供体制について
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ※小野寺 昇 宮地 元彦
矢野 博己 西村 正広
２．発育期の最大酸素摂取量について
川崎医療福祉大学 健康体育学科 ※矢野 博己
座 長 菊 井 和 子
３．障害者の医療福祉のあり方についての考察
－－医療福祉を学ぶ立場から－－
旭川荘療育センター児童院 ※松原 敬
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 近藤 功行 末光 茂
４．看護識者の仕事に対する意識と燃えつき症候群との関連
川崎医療福祉大学 保健看護学科 ※大湯 好子 柳 修平
５．農村における在宅死の多角的検討
－－在宅死の実態－－
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ※宮原 伸二
川崎医療福祉大学 保健看護学科 人見 裕江
川崎医療福祉大学 臨床心理学科 進藤 貴子
※ＥＰ：発表者
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発表要 旨
地域における健康づくりのための運動プログラムの提供体制について
川崎医療福祉大学 健康体育学科 小野寺 昇 宮地 元彦
矢野 博己 西村 正広
地域の実状に応じた健康づくりを推進するた る評価， および効果的な健康づくり方策を検討
めに， 住民のニーズを積極的に取り入れた健康 した。 今日提示した運動プログラムと提供体制
プログラムを提示し， 実践を通じて地域および は， 市町村保健センターの機能を高め， 個人の
対象の特性に応じた健康プログラムを基本とす 健康づくりに対する動機づけと行動変容， その
２１８
継続のプロセスを展開した。 実践により定着が
　
著明であった。
発育期の最大酸素摂取量について
ラットを用いて発育期の最大酸素摂取量の変
化を明らかにし， 運動能力との関係を検討する
ことを本研究の目的とした。 ４， ６， １０， １１週
齢のＳＤ 系雄ラットにトレッドミルランニング
川崎医療福祉大学 健康体育学科 矢野 博己
を負荷し， 最大酸素摂取量及び， 最大酸素摂取
量到達速度を測定した。その結果， 週齢が高く
なるほど， 体重当りの最大酸素摂取量及び体長
当りの最大酸素摂取量到達速度は低下していた。
障害者の医療福祉のあり方についての考察
－－医療福祉を学ぶ立場から－－
旭川荘療育センター児童院 松原 敬
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 近藤 功行 末光 茂
『医療福祉』という学問は， 未だその概念や
定義， 視点といったものが定まっているとは言
い難い。 このような現状のなかで， 今後 『医療
福祉』を学問的に体系化させるため考察を行っ
た。 とりわけ， 障害者に対しての筆者らの現時
点までの取り組みをもとに構成した。
研究内容は現在， 障害者福祉を学んでいる学
部学生の記述した内容物をもとに，『医療福祉』
というものが本学の学生に対しどのように把握
されているのかを検証した。 さらに， 学生から
得られた基礎資料を用いて『医療福祉』用語の
分析を行いその傾向をみた。
に対する意識と燃えつき症候群との関連
川崎医療福祉大学 保健看護学科 大湯 好子 柳 修平
看護識者の仕事
看護識者の仕事に対する意識と個人的心理的
背景の両面における種々の因子がメンタルヘル
スや燃えつきにどのようにかかわり合っている
のかについて有効回答者１，００２名（８４．２％）につ
いて分析した。 結果， 年齢の上昇とともに仕事
に対する意識は前向きになり看護識者の仕事の
熟練度の高さは燃えつきを防ぐ。仕事の繁忙さ
や仕事上での疎外感は燃えつきの要因となり，
精神的に健康であることが仕事に対する意識や
適性を高めた。
農村における在宅死の多角的検討
－－在宅死の実態－－
農村における在宅死の実態を調査し， よりよ
い在宅死を可能にする要件を明らかにすること
を目的とした。対象は全国から１２３町村を選定し，
郵送方式によるアンケートを実施，回答率は３１．７
％，個人データー総数７６７人であった。在宅死亡
率は２９％であり，町村により６．８％から６３．０％ま
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 宮原 伸二
川崎医療福祉大学 保健看護学科 人見 裕江
川崎医療福祉大学 臨床心理学科 進藤 貴子
での開きがみられた。 在宅死が多い町村は， 在
宅で看取ることに熱心な医師がおり， 訪問看護
が実施されている所であった。 ３つ以上の在宅
サービスを受けていた人は２６％であり， 在宅療
養イコール家族介護の実態がうかがわれた。
